
同
窓
会
の

皆
様
に
は
、

ま
す
ま
す
御

清
栄
に
御
活

躍
の
こ
と
と

お
喜
び
申

し
あ
げ
ま
す
。

平
素
は
本
校

の
教
育
活
動

に
御
理
解
と

御
協
力
を
い

た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
校
は
創
立
以
来
二
十
五
年
の
歴
史
を
刻
み
続
け
、
本
年

度
は
、
中
学
二
五
八
名
、
高
校
一
〇
四
四
名
と
い
う
在
校
生

数
で
、
卒
業
生
も
五
〇
〇
〇
名
を
超
え
、
二
十
一
世
紀
の
日

本
の
社
会
で
活
躍
す
る
人
材
を
輩
出
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

生
徒
数
規
模
や
教
育
の
質
に
お
い
て
も
着
実
に
向
上
発
展
し
、

地
元
地
域
か
ら
も
高
い
評
価
と
信
頼
を
得
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　

こ
こ
数
年
来
、
進
学
実
績
や
部
活
動
の
実
績
に
は
目
覚

し
い
も
の
が
あ
り
、
卒
業
生
の
我
孫
子
智
美
さ
ん
は
ロ
ン
ド

ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
女
子
棒
高
跳
び
に
出
場
し
感
動
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。
在
校
生
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
、
ラ
グ
ビ
ー
部
、

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
、
放
送
部
な
ど
、
個
人
種
目
や
団
体
種

目
に
お
い
て
全
国
大
会
で
大
い
に
活
躍
し
ま
し
た
。
進
学
に

お
い
て
も
す
ば
ら
し
い
成
果
を
上
げ
続
け
て
お
り
ま
す
。
生

徒
た
ち
は
進
路
目
標
の
実
現
に
向
け
て
、
日
々
真
摯
に
努
力

し
て
お
り
、
教
職
員
も
そ
の
目
標
を
共
有
し
て
、
指
導
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
挨
拶
の
励
行
と
実
践
に
よ
り

す
が
す
が
し
い
学
習
環
境
の
中
で
、
光
泉
は
変
わ
っ
て
き
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

聖
パ
ウ
ロ
学
園
の
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
い
て
、
豊

か
な
心
を
育
み
、
逞
し
い
実
践
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、

月
日
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
同
窓
会
会
長
を
務
め
さ
せ
て

頂
き
6
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
同
窓
会
会
長
と
い
う
貴
重

な
経
験
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
御

支
援
、
御
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
同
窓
生
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
の
母
校
の
様
子
で
す
が
、
教
職
員
の
皆
様
の
弛
ま

ぬ
努
力
の
結
果
、
進
学
校
と
し
て
着
実
に
成
果
を
あ
げ
て
お
り
ま

す
。
部
活
動
の
面
に
お
き
ま
し
て
も
、
放
送
部
は
高
文
祭
オ
ー

デ
ィ
オ
ピ
ク
チ
ャ
ー
小
部
門
で
優
勝
、
硬
式
野
球
部
は
春
季
滋

賀
県
大
会
初
優
勝
、
男
子
テ
ニ
ス
部
は
9
年
連
続
11
回
目
の
優

勝
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
は
5
年
連
続
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
、
ラ

グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
2
年
連
続
4
回
目
の
花
園
出
場
、
男

子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
全
国
ベ
ス
ト
8
な
ど
、
進
学
面
・
部

活
動
面
共
に
、
め
ざ
ま
し
い
飛
躍
を
遂
げ
て
県
内
屈
指
の
私
学
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
母
校
の
隆
盛
は
、
同
窓
会
・
同
窓
生
に
と
り

ま
し
て
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
り
、
誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

本
校
は
今
ま
で
に
5
,
2
0
0
名
を
超
え
る
卒
業
生
を
輩
出
し
、

現
在
多
く
の
方
々
が
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
窓
会
で

は
、
近
況
報
告
・
情
報
交
換
の
場
と
し
て
毎
年
夏
に
母
校
で
懇
親

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
１
人
で
も
多
く
の
卒
業
生
の
方
々
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
盛
大
な
懇
親
会
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

昨
今
、
世
間
で
は
、
不
景
気
か
ら
広
が
る
雇
用
問
題
が
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
、
こ
の
荒
波
を
超
え
、
将
来
立
派
な
人
間
と
し
て

社
会
で
飛
躍
で
き
る
人
間
形
成
、
つ
ま
り
は
教
育
に
対
す
る
期
待

や
関
心
も
大
き
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
単
に
進
学
率
と
い
う

表
面
的
な
数
字
だ
け
に
と
ら
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
一
人
一
人
の

個
性
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
第

教
職
員
が
研
修
を
積
み
重
ね
、
生
徒
と
教
職
員
が
協
働
し

て
、
さ
ら
な
る
発
展
を
期
し
て
一
層
の
努
力
を
し
て
い
き
ま

す
。
同
窓
会
の
皆
様
が
光
泉
に
在
学
し
、
光
泉
を
卒
業
し
て

良
か
っ
た
と
思
え
る
学
校
づ
く
り
に
励
み
ま
す
。

　

種
々
の
教
育
活
動
の
な
か
で
、
祝
日
ミ
サ
や
ク
リ
ス
マ
ス

ミ
サ
で
神
父
さ
ま
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
「
今

を
生
き
て
い
る
私
た
ち
に
は
、
人
生
の
長
さ
は
六
〇
年
か
ら

八
〇
年
で
も
限
ら
れ
た
時
間
の
長
さ
で
あ
り
、
自
分
で
は
定

め
ら
れ
な
い
が
、
人
生
の
豊
か
さ
や
深
さ
は
日
常
の
自
分
た

ち
の
努
力
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
」
と
い
う
こ
と
で
。
含
蓄

に
富
む
話
で
し
た
。

　

ま
た
、
南
極
の
越
冬
隊
員
と
し
て
調
査
研
究
に
参
加
さ
れ

た
石
川
尚
人
京
都
大
学
教
授
に
は
、
「
南
極
に
お
け
る
研
究

と
生
活
」
に
つ
い
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
、
「
南
極
は
国

境
の
な
い
大
陸
」
、
「
南
極
の
氷
は
数
十
万
年
の
間
に
降
り

積
も
っ
た
雪
の
塊
で
あ
る
」
、
「
ド
リ
ー
ム
ふ
じ
基
地
は
日

本
の
高
度
な
技
術
の
集
合
体
で
あ
る
」
等
の
話
に
よ
り
、
生

徒
の
豊
か
な
知
識
の
獲
得
の
一
助
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
五
年
度
に
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
ア
メ
リ

カ
デ
ト
ロ
イ
ト
に
加
え
て
イ
ギ
リ
ス
で
の
英
語
研
修
を
行
い

ま
す
。
修
学
旅
行
は
グ
ア
ム
と
し
、
地
域
の
高
校
の
訪
問
や

グ
ア
ム
大
学
で
の
英
語
研
修
に
よ
り
、
異
文
化
理
解
を
深
め
、

よ
り
幅
広
い
国
際
人
の
育
成
の
き
っ
か
け
の
場
を
提
供
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
二
学
期
か
ら
始
業
や
終
業
の
チ
ャ
イ
ム
を
鳴
ら

し
て
い
ま
せ
ん
。
生
徒
が
主
体
的
自
主
的
に
時
間
を
管
理
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
自
覚
し
認
識
す
る
た
め
で
す
が
、
し
か

る
べ
き
時
間
に
は
廊
下
に
誰
も
い
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
生

徒
と
教
職
員
の
姿
勢
を
誇
り
に
お
も
い
ま
す
。

　

光
泉
は
今
後
も
さ
ら
な
る
教
育
の
質
の
向
上
と
発
展
を
目

ざ
し
ま
す
。
種
を
ま
い
て
も
何
も
し
な
け
れ
ば
芽
も
出
ま
せ

ん
。
地
道
な
努
力
に
よ
っ
て
花
は
咲
き
ま
す
。

　

こ
の
一
年
の
教
育
活
動
を
簡
単
に
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
今
後
と
も
、
母
校
に
対
し
て
御
理
解
、
御
協
力

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
に
キ
リ
ス
ト
精
神
に
基
づ
く
人
格
形
成
で
す
。
本
校
は
、

県
内
で
も
有
数
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
学
校
で
す
。
聖
書
か
ら

の
教
え
を
、
多
く
の
生
徒
た
ち
に
吸
収
し
て
も
ら
い
、
心

の
教
育
の
手
助
け
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
第

二
に
三
位
一
体
の
取
り
組
み
で
す
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ

は
、
現
場
の
先
生
方
や
保
護
者
の
皆
様
だ
け
に
お
任
せ
す
る
の
で

は
な
く
、
我
々
、
同
窓
生
も
今
後
の
“
光
泉
教
育
”
と
い
っ
た
こ

と
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
す
。
第
三

に
、
同
窓
生
に
よ
る
光
泉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
で
す
。
今
後
と

も
、
毎
年
行
わ
れ
る
同
窓
会
・
総
会
な
ど
を
通
じ
て
、
学
年
の
絆

を
超
え
た
縦
と
横
の
繋
が
り
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
卒
業
後
も
母
校
へ
の
協
力
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
創
立
当
初
か
ら

の
目
標
で
あ
る
“
滋
賀
に
光
泉
あ
り
！
”
と
い
う
大
き
な
夢
を
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
目
ま
ぐ
る
し

く
変
化
す
る
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
人
間
の
輩
出
、
将
来
に
つ
な
が

る
知
識
と
精
神
の
育
成
を
目
指
し
、
我
々
同
窓
会
は
、
「
将
来
に

つ
な
が
る
光
泉
教
育
の
実
現
」
を
合
言
葉
に
、
学
校
側
・
保
護
者

の
皆
様
と
協
力
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ

う
し
た
こ
と
は
会
員
の
皆
様
の
お
力
添
え
が
な
く
て
は
で
き
る
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
、
光
泉
高

校
発
展
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
御
支
援
、
御
協
力
を
賜
り
ま

す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

校
長
挨
拶

会
長
挨
拶

校
長
　
馬
場
　
健

会
長
　
和
田
　
充
史

16期生 我孫子智美さん
ロンドンオリンピック出場！
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項目 予算 前年度決算 前年度予算 備考

収入の部

前 年 度 繰 入 金 2,949,337 2,773,962 2,773,962

会 費 1,782,000 1,782,000 1,782,000 21期297名　

親 睦 会 会 費 65,000 65,000 65,000

雑 収 入 0 216,909 0

利 息 0 1,002 500

合 計 4,796,337 4,838,873 4,621,462

支出の部

会 報 発 行 費 53,000 52,500 150,000

通 信 費 0 235,383 300,000

事 務 費 550,000 626,285 200,000 名簿整備委託他

親 睦 会 開 催 費 250,000 215,368 350,000

慶 弔 費 100,000 0 100,000

事 業 費 1,300,000 210,000 1,000,000

積 立 金 550,000 550,000 550,000

予 備 費(繰 越 金) 1,993,337 2,949,337 1,971,462

合 計 4,796,337 4,838,873 4,621,462

平成23年度　聖パウロ学園同窓会　決算報告書平成24年度　聖パウロ学園同窓会　予算案

項目 予算 決算 増減 備考

収入の部

前 年 度 繰 入 金 2,773,962 2,773,962 0

会 費 1,782,000 1,782,000 0 20期297名

親 睦 会 費 65,000 65,000 0

雑 収 入 0 216,909 216,909 寄付他

利 息 500 1,002 502

合 計 4,621,462 4,838,873 217,411

支出の部

会 報 発 行 費 150,000 52,500 ▲97,500 HP掲載

通 信 費 300,000 235,383 ▲64,617 

事 務 費 200,000 626,285 426,285 名簿整備委託他

親 睦 会 開 催 費 350,000 215,368 ▲134,632 

慶 弔 費 100,000 0 ▲100,000 

事 業 費 1,000,000 210,000 ▲790,000 激励金

積 立 金 550,000 550,000 0

繰 越 金(予 備 費) 1,971,462 2,949,337 977,875

合 計 4,621,462 4,838,873 217,411

ゆ う ち ょ 銀 行　14650-11012531　 定 額 貯 金　3,858,000円

平成24年7月31日

以上、相違ありません。　　平成24年8月1日　　　　　会長　　和田　充史 ㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会計　　土田　智史 ㊞

監査の結果、相違ないことを認めます。　平成24年8月6日　　　会計監査　　小倉　雅文 ㊞

本
年
度
の
総
会
は
、8
月
25
日

（
土
）に
30
名
あ
ま
り
の
人
数
を

集
め
て
、母
校
チ
ャ
ペ
ル
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、和
田
会
長
の
挨
拶
と

名
誉
会
長
で
も
あ
り
ま
す
馬
場

（
健
）校
長
先
生
の
挨
拶
に
続
き
、

窪
田
氏（
9
期
生
）の
司
会
進
行
、

竹
内
氏（
7
期
生
）の
議
長
で
進

行
し
、和
田
会
長
よ
り
昨
度
の
事

業
報
告
、本
年
度
の
事
業
計
画
、

会
則
の
改
定
が
説
明
さ
れ
ま
し

た
。そ
し
て
、西
澤
氏（
1
期
生
）

か
ら
昨
年
度
の
決
算
報
告〈
会
計

監
査
報
告
は
高
城
氏（
15
期
生
）

よ
り
〉と
本
年
度
の
予
算
の
説
明

が
さ
れ
、原
案
通
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。（
平
成
23
年
度
決
算
と

24
年
度
予
算
に
つい
て
は
別
表
参

照
）。会

は
そ
の
後
、場
所
を
食
堂

に
移
し
、懇
親
会
へ
と
移
ま
し
た
。

和
田
会
長
と
馬
場（
健
）校
長
の

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、母
校
の
近

況
報
告
と
し
て
学
校
紹
介
ビ
デ

オ
の
観
覧
、出
席
教
員
の
紹
介
、

北
澤
教
頭
先
生
よ
り
乾
杯
の
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。土
曜

日
に
も
拘
ら
ず
わ
ざ
わ
ざ
お
越

し
い
た
だ
い
た
先
生
方
と
昼
食
を

共
に
し
な
が
ら
旧
交
を
温
め
る

楽
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。（
参

加
し
て
い
た
だ
い
た
先
生
方（
敬

称
略
）：
馬
場（
勲
）、馬
場（
健
）、

田
中（
好
）、山
川
、中
西
、瀬
津
、

後
藤（
守
）、池
尻
、竹
内
、窪
田
、

齋
藤
、高
城
、廣
島
、竹
中
、稲
田
、

西
澤
）

今
年
も
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
開
催

さ
れ
、豪
華
商
品
を
ゲ
ッ
ト
す
る

た
め
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
が

熱
く
な
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。和

田
会
長
は
、こ
の
よ
う
な
同
窓
会

の
活
動
を
通
じ
て
、今
後
の
母
校

の
発
展
の
た
め
に
同
窓
会
を
も
っ

と
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
、そ
の
た
め
に

は
ま
ず
こ
の
総
会・懇
親
会
に
多

く
の
方
々
の
出
席
を
お
願
い
し
た

い
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

同窓会
事務局より

平
成
24
年
度

そして懇親会へ
懇親会のお料理です!!

参加してくれたみんなです。
昨年より少ないですが、

盛り上がり度は変わりません。
近況報告やらいろいろ
積もる話ができました。

豪華商品の数々です!?
(載せている分はほんの一部です)

会費1000円で何倍もの商品をゲット!! 
なかにはどこかでお見かけした

(本校の教員)方も・・・
有効に使ってくださいね

豪華商品（ビンゴの景品）を
獲得された方々です。

総会でのようす。

①会員の増加に伴い、同窓会の変革が求められていま
す。ホームぺージの活用や、メールによる情報交換な
どの検討を進め、経費削減を図りながら、有意義な同

窓会活動を展開していきたいと考えています。ご協力お願いします。

②同窓会総会および懇親会での様子や同窓生の様子をホームページに掲
載します。そこで同窓生の方には写真や名前の掲載許可をお願いします。
掲載に差支えがある場合は、事務局までご一報いただければ掲載いたし
ません。ご協力おねがいします。なお、平成15年度以降の卒業生の方に
は卒業時に同意書をいただいております。

③同窓会会報の記事として活躍する同窓生を紹介しています。光泉中
学・高等学校の卒業生でプロ・アマ、分野を問わず、活躍している人を
広く募集しています。同窓生の中で、知人・友人にさまざまな分野の中
で活躍している人がいましたら、同窓会事務局までご連絡下さい。ご協
力をよろしくお願いします。

懇親会の様子。
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芸術鑑賞会 金環日食観測会

DCDSの生徒来校

ニュージランド海外研修

体育大会

文化祭

デトロイト海外研修

秋季文化講演会 ミサ

教育実習

5月18日、和太鼓による芸術鑑
賞会が行われ、生徒たちはダイ
ナミックな演奏に聞き入っていま
した。

5月21日、滋賀県では282年ぶりという大変
珍しい金環日食が観測されました。全校生徒
には事前に日食グラスを配布し、スクールア
ワーでは金環日食についての講話などが行わ
れました。当日は第一グラウンドで日食観測
会が開かれ、早い時間でしたが多くの生徒が
参加し金環日食に見入っていました。

6月13日〜23日、姉妹校であるアメ
リカのDCDS（デトロイト・カント
リー・ディ・スクール）の高校生6名が
来校しました。滞在中は京都や彦根を
観光したり、ホストファミリーの生徒
とともに授業に参加するなどし、互い
に交流を深めました。

ニュージランド海外研修
が7月28日から8月18日
まで行われました。今年
で第17回目となる研修に
は、中高あわせて37名が
参加し、現地の方たちと交
流を深めました。

9月3日から4泊5日の日程で、高2学年の修学旅行が行われました。トマ
ムではラフティングやフィッシング、マウンテンバイク、パンやアイスク
リームづくりなどの体験学習を行い、網走や知床、旭山動物園などを経
て、小樽で班別研修を行いました。例年の北海道になく残暑が厳しい年と
なりましたが、生徒たちにとっては北海道の自然を満喫できた修学旅行
となりました。

9月25日、晴天にも恵まれて高校の体育大会が実施されました。「50m走」
や「100m走」、「クラス対抗リレー」、「二人三脚」など例年のプログラムに

加えて、今年から「台風の目」や「宅配便リレー」などが新たに追加さ
れ、熱い闘いが繰り広げられました。
　またオリジナルのTシャツやハチマキを着用するなど、クラスの
応援にもそれぞれの独自色が色濃く反映され、大いに盛り上がった
大会になりました。

10月3日、高校の文化祭が実施されました。ダンスや演劇、映像とコラボレー
ションした作品など、各クラスごとに工夫を凝らした舞台発表が行われ、大盛
況の内に幕を閉じました。

10月22日から行われた第3回デトロイト海
外研修に、高校生12名が参加し、本校の姉
妹校であるデトロイト・カントリー・ディ・
スクール（DCDS）を訪問しました。11月3
日までの間、参加者たちはDCDSの生徒宅
にホームステイをしながら授業に参加しま
した。

11月16日、京都大学・石川尚人教授による
講演「南極に於ける研究と生活」が行われ
ました。日本南極地域観測隊に度々参加さ
れた経験をお持ちの同氏の講演では、現地
の様子などをスライドを交えて語られ、公
演後の質疑応答では生徒たちが積極的に
質問をする姿が見られました。

ペトロ神父様とロペス神父様に
より、6月29日には聖ペテロ・パ
ウロの祝日ミサが、12月20日に
はクリスマスミサが行われまし
た。

6月16日までの3週間（あるいは2週間）、卒業生9名が本校で教育実習を行い
ました。

複数の和太鼓による演奏。

階段教室で行われた、歓迎会の
様子。

Nayland Collegeでの交流の様子。

吹奏楽部によるオープニング
で幕を開けました。

授業風景。

祝日ミサの様子
　（左）ペトロ神父様
　（右）ロペス神父様

宮脇　崇裕先生 （平成20年度高校卒業）
宮久晶美奈先生 （平成20年度高校卒業）
新井　　健先生 （平成17年度中学卒業）
中西　弥嘉先生 （平成20年度高校卒業）
稲川　貴大先生 （平成20年度高校卒業）
小田　葉月先生 （平成20年度高校卒業）
佐山　奈央先生 （平成20年度高校卒業）
北川なつみ先生 （平成20年度高校卒業）
中友　絵理先生 （平成20年度高校卒業）

生徒たちもパフォーマンスに
参加しました。

日食グラスで、金環日食を観
測する在校生たち。

授業では一緒にバスケを楽
しみました。陶芸の他にも、
華道や剣道、書道を体験しま
した。

授業風景。

小道具や照明、選曲など、細
部にまでこだわった舞台ば
かりでした。

DCDSでの交流の様子。

クリスマスミサの様子。厳粛
な雰囲気の中、行われました。

南極の写真や概要など
のスライドを中心に講
演いただきました。

担任の先生も加わっ
て、クラスみんなで
盛り上げます。

美術や書道の生徒作品も展示されました。

6月6日には金星
の太陽面通過も観
測できました。

修学旅行
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た
ち

第
16
期
生
の
我
孫
子
智
美
で
す
。

昨
年
8
月
、ず
っ
と
目
標
に

し
て
き
た
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。私
が
棒
高
跳
を
始
め
た
の

が
高
校
1
年
生
の
時
。今
年
の
3

月
で
棒
高
跳
歴
が
10
年
と
な
り
ま

す
が
、ま
さ
か
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場

す
る
と
は
…
。私
の
10
年
前
を
知
っ
て

い
る
方
は
驚
か
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、

私
自
身
も
出
会
い
の
素
晴
ら
し
さ
を
実

感
し
、中
高
校
生
活
を
光
泉
で
過
ご
せ

た
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、ま
さ
に

夢
舞
台
で
し
た
。8
万
人
収
容
の
ス
タ

ジ
ア
ム
は
満
席
。緊
張
感
が
漂
い
な

が
ら
も
華
や
か
で
お
祭
り
の
よ
う
な

ム
ー
ド
は
、今
ま
で
に
感
じ
た
こ
と
の

な
い
独
特
の
雰
囲
気
で
、4
年
に
1

度
と
世
界
中
の
選
手
が
目
指
す
だ

け
の
舞
台
そ
の
も
の
で
し
た
。そ
の

中
で
日
の
丸
を
胸
に
つ
け
競
技
が
で
き
た
こ

と
は
、選
手
と
し
て
非
常
に
幸
せ
を
感
じ
ま
し
た
。結
果
は
4ｍ
25ｃｍ
・

19
位
タ
イ
で
、自
分
の
力
不
足
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、

あ
の
時
の
自
身
が
持
つ
力
は
出
し
切
れ
た
と
思
い
ま
す
。そ
れ
と
同
時
に
、絶
対
に
ま
た

こ
の
舞
台
に
帰
っ
て
き
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

実
は
、ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
権
を
獲
得
す
る
ま
で
、特
に
こ
の
1
年
間
は
ア
ク
シ

デ
ン
ト
が
多
く
重
な
り
ま
し
た
。一
昨
年
7
月
の
ア
ジ
ア
選
手
権
で
痙
攣
を
起
こ
し
、10

月
の
山
口
国
体
で
左
肘
の
脱
臼
、昨
年
3
月
に
は
練
習
中
に
左
足
首
を
部
分
損
傷
し
て

い
ま
す
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
の
1
年
前
に
こ
れ
だ
け
の
ケ
ガ
は
致
命
的
で
し
た
。で
す

が
、最
終
選
考
会
で
出
場
権
を
獲
得
で
き
た
の
は
、周
り
の
支
え
が
あ
っ
て
、跳
べ
る
喜
び

を
再
確
認
し
自
身
に
深
く
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。こ
の
経
験

は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
得
た
経
験
と
同
じ
く
ら
い
今
後
の
自
分
に

と
っ
て
大
切
で
武
器
に
な
る
も
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

今
は
4
年
後
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

五
輪
で
勝
負
す
る
こ
と
を
目
標
に
、日
々

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。卒
業
後
も
ず
っ

と
母
校
で
練
習
が
で
き
、支
え
て
い
た
だ
い

て
い
る
学
園
長
や
校
長
先
生
を
は
じ
め
と

す
る
先
生
方
、応
援
し
て
く
れ
る
同
窓
会

の
皆
さ
ま
、指
導
い
た
だ
く
田
尻
先
生
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

国公立大学　　８１名
京都大学 1 横浜国立大学 1
大阪大学 3 信州大学 2
神戸大学 3 金沢大学 2
名古屋大学 1 豊橋技術科学大学 1
九州大学 1 福井大学 2
滋賀医科大学 1 愛媛大学 1
滋賀大学 11 高知大学 1
滋賀県立大学 14 山口大学 3
京都教育大学 1 釧路公立大学 1
京都工芸繊維大学 3 高崎経済大学 1
京都府立大学 1 都留文科大学 1
京都市立芸術大学 1 静岡県立大学 2
大阪府立大学 3 岐阜薬科大学 1
大阪市立大学 3 岡山県立大学 1
兵庫県立大学 2 県立広島大学 1
奈良県立大学 1 鳥取環境大学 1
北見工業大学 1 島根県立大学 2
筑波大学 1 下関市立大学 3
千葉大学 1 高知工科大学 1

私立大学　　７８２名
関東難関　24名 関関同立　156名 産近佛龍　291名

慶應義塾大学 2 同志社大学 32 京都産業大学 77
早稲田大学 3 立命館大学 80 龍谷大学 97
東京理科大学 3 関西大学 33 佛教大学 75
明治大学 4 関西学院大学 11 近畿大学 42
青山学院大学 1
立教大学 1
中央大学 7
法政大学 3

2013年度入試　合格実績
（2013年4月1日現在のべ合格者数）

● 男子バスケットボール
　春季高等学校総合体育大会　優勝（8年連続9回目）
　第 57 回近畿高等学校バスケットボール選手権大会
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準優勝
　全国高等学校総合体育大会　出場
　秋季高等学校総合体育大会

　優勝（10年連続 10回目）
　全国高等学校選抜優勝大会　ベスト 8

（10年連続出場の表彰を受けました）

● 男子テニス
　春季高等学校総合体育大会
　　団体	 優勝（9年連続 10回目）
　　シングルス	 優勝（坂上良）
	 準優勝（稗島哲司）
	 3 位（田中雄規）

● 男子テニス部
　春季総合体育大会（県大会）
　　男子団体戦	 優勝
　　男子ダブルス	 優勝（清水奎吾・上村直輝）
	 第３位（伊藤駿介・宇田翔）
	 第３位（井科悠輔・新井美圭）
　　男子シングルス	 第３位（清水奎吾）
　夏季総合体育大会（県大会）
　　男子団体戦	 優勝
　　男子ダブルス	 優勝（清水奎吾・上村直輝）
	 第３位（伊藤駿介・宇田翔）
　　男子シングルス	 第３位（清水奎吾）
　夏季総合体育大会（京滋奈予選）
　　男子シングルス	 ベスト４（清水奎吾）
　近畿中学校総合体育大会
　　男子団体戦	 第３位
　　男子シングルス	 第３位（清水奎吾）

● 女子テニス部
　春季総合体育大会（県大会）
　　女子団体戦	 優勝
　　女子ダブルス	 準優勝（岡田菜緒・稗島梓）
　　女子シングルス	 ベスト８（岡田菜緒）
	 ベスト８（稗島梓）
　夏季総合体育大会（県大会）
　　女子団体戦	 準優勝
　　女子ダブルス	 準優勝（岡田菜緒・稗島梓）
　　女子シングルス	 第３位（稗島梓）

●	水泳部
　春季総合体育大会（県大会）
　　女子 200m個人メドレー　優勝（今西志帆）
　　女子 200m背泳ぎ　　　　優勝（今西志帆）
　夏季総合体育大会（県大会）
　　女子 200m個人メドレー　優勝（今西志帆）
　　女子 200m背泳ぎ　　　準優勝（今西志帆）
　近畿中学校総合体育大会
　　女子 200m個人メドレー　準優勝（今西志帆）
　　女子 200m背泳ぎ　　　　第３位（今西志帆）
　全国中学校体育大会
　　女子 200m個人メドレー　第７位（今西志帆）

●	放送部
　NHK 杯全国中学校放送コンテスト（滋賀大会）
　　アナウンス部門　優秀賞（鈴木啓大）

●	吹奏楽部
　滋賀県吹奏楽コンクール
　　中学校小編成の部　銀賞・きらめき賞

●	剣道部
　夏季総合体育大会（県大会）
　　ベスト８

●	男子バスケットボール部
　夏季総合体育大会（県大会）
　　優秀選手に選抜（丸山善大）

●	ラグビーフットボール部
　春季総合体育大会（県大会）
　　第３位　	滋賀選抜選手に選出（柚山澪）

クラブ活動報告
中　学

高　校

16
期
生

　我
孫
子
智
美

　　ダブルス	 優勝（坂上・稗島ペア）
	 準優勝（田中・伊藤ペア）
	 3 位

（清水・宇田ペア、山崎・浅野ペア）
　全国高等学校総合体育大会　　　出場
　近畿高等学校テニス選手権大会　出場
　秋季高等学校総合体育大会
　　団体	 優勝
　　シングルス	 優勝（稗島哲司）
	 準優勝（山崎貴裕）
	 3 位（石島星歩）
　　ダブルス	 優勝（稗島・伊藤ペア）
	 準優勝（深田・山崎ペア）
	 3 位（石島・上野ペア）
　近畿高等学校選抜テニス選手権大会　団体　6位
　第 35 回全国選抜高校テニス大会　　	出場

● アイスホッケー
　全国高等学校アイスホッケー競技選手権大会
　　北信越・中部・近畿地区ブロック大会　準優勝
　第 62 回全国高等学校アイスホッケー競技
　選手権大会　出場

● ラグビー
　春季高等学校総合体育大会	 　　　　　　
優勝（2年連続 4回目）
　秋季高等学校総合体育大会	 　　　　　　
優勝（2年連続 4回目）
　第 91 回全国高校ラグビー選手権大会　		出場

● サッカー
　春季高等学校総合体育大会　　出場
　秋季高等学校総合体育大会　　出場

● 硬式野球
　春季近畿地区高等学校野球滋賀県大会　　3位
　秋季近畿地区高等学校野球滋賀県大会　　優勝
　秋季近畿地区高等学校野球大会　　　　　出場

● 女子バスケットボール
　春季高等学校総合体育大会　　出場
　秋季高等学校総合体育大会　　出場

● バドミントン
　秋季高等学校総合体育大会
　　男子　団体戦　ベスト 16

● 剣道
　春季高等学校総合体育大会　　団体戦　ベスト 8
　秋季高等学校総合体育大会　　団体戦　ベスト 8
　滋賀県県民体育大会　　　　　団体戦　ベスト 8

● 放送
　ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト滋賀県大会
　　ラジオドキュメント部門	 優勝
　　創作ラジオ部門	 準優勝
　　アナウンス部門	 3 位（中川明日加）
	 6 位（勝部弘花）
　　朗読部門	 5 位（松本涼花）
　第 34 回全国高等学校総合文化祭　　出場
　第 35 回全国高等学校総合文化祭　　

出場予定（来年 8月　川口・中川）
　第 33 回滋賀県高等学校総合文化祭　

オーディオピクチャー部門　優勝

● 水泳
　滋賀県高等学校水泳競技選手権大会
　　１００ｍ平泳ぎ　3位（村木海斗）
　近畿高等学校水泳競技選手権大会　　出場

● フィギュアスケート
　秋季高等学校総合体育大会　　優勝（安原綾菜）
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